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は
目
立
不
申
故
、
宿
三
描
来
申
俄
御
座
候
。
侍
中
身
上
不
相
臨
過
分

陀
僻
馬
陀
て
茨
震
附
、
商
術
致
減
少
、
宿
方
難
儀
仕
候
上
、
叉
候
哉

駄
程
宛
常
通
申
候
。
且
叉
制
捜
部
屋

・
太
物
屋
問
屋
友
ど
よ
り
骨
材
交
銀

之
荷
物
に
、
侍
・中
之
指
札
陀
て
僻
路
に

い
た
し
龍
通
候
由
御
座
候
。

依
之
先
年
よ
り
有
様
候
震
登
銀
之
荷
物
、
近
年
一
駄
も
無
之
、
共
上

保
馬
に
御
定
之
貨
国
よ
り
以
之
外
翠
荷
附
出
、

印
刷
持
共
殊
之
外
致
迷

惑
候
問
、
中
使
荷
物
な
ど
向
後
重
荷
附
出
不
申
、
震
資
銀
陀
侍
中
之

差
札
不
仕
様
、
念
度
被
仰
渡
可
被
下
候
。
此
上
主
荷
或
鴬
設
銀
、
侍

中
之
指
札
仕
協
泊
候
ば
、
体
馬
に
て
は
附
泊
不
申
桜
申
渡
也
候
。

て

能

州
・越
中
よ
り
盟
締
・磁
健
在
ど
侍
中
h
取
寄
申
候
所
、
身
上

柄
よ
り
は
過
分
之
駄
数
帯
寄
申
人
々
も
有
之
候
。
ケ
桜
之
儀
、
馬
借

持
ど
も
及
難
儀
巾
候
。
是
勾
之
ロ
m
も
先
年
と
は
述
、
近
年
過
分
に
成

申
候
。
向
後
侍
中
取
寄
申
儀
陀
候
ば
、
ι
一
品
度
才
術
指
添
候
桜
仕
度
候
。

間

関

一
、
近
年
小
松
茨
、
商
荷
致
減
少
、
体
馬
炭
多
御
座
候
様
子
承
候
慮
、

小
松
町
人
共
、

同
所
侍
中
或
は
足
経
共
侍
中
之
家
来
之
名
利
ウ
」
港
り

を
添
、
金
調
仲
侍
中
に
附
届
申
候
。
先
年
と
述
、
毎
回
数
十
駄
之
俄
に

て
、
馬
数
致
不
足
候
得
ば
、
人
足
持
篤
致
候
得
共
、
中

h
k

其
自
に
常

届
申
依
郷
仕
候
故
、
時
節
に
よ
り
宿
方

E
m
一
夜
も
習
申
俄
も
御
座

候
。
毎
日
過
分
之
儀
、
体
馬
指
支
、
人
足
笥
も
指
出、

以
之
外
難
儀

仕
候
。
然
所
炭
目
不
足
有
之
国
固
に
て、

鳥
形
は
勿
論
、
馬
肝
煎
迄
度

え
共
産
政
h
呼
寄
、
彼
凡
凡
及
愈
醐
耐
申
に
付
、
馬
肝
前
、
は
宿
役
も
差
支
、

馬
形
は
路
併
指
支
巾
候
。
茨
之
俄
は
外
之
荷
物
と
述
、
宿
々

に
て
附

下
し
仕
儀
故
〈
だ
け
、
却
問
俵
よ
り
抜
訪
問
申
に
付
、
四
五
百
悶
位
之
儀

少
々
回
不
足
有
之
候
得
ば
、
毎
皮
脂
肝
煎

・
馬
形
町
可
呼
寄
、
繭
1
A
難

俄
申
候
。
向
後
侍
中
h
附
寄
申
茨
陀
は
、
全
度
才
領
指
添
不
申
候
ば
、

馬
有
合
次
第
潟
附
届
、
尤
目
不
足
有
之
馬
肝
前
、
等
呼
来
候
共
、
慌
匙

申
間
数
旨
申
付
置
候
。

無
左
出
陣
街
卦
可
よ
り
指
札
迄
に
て
附
越
巾
分
、

-m荷
駄
賃
篤
受
取
可
申

候
。
才
侃
に
も
町
人
或
は
紛
致
問
問
放
荷
物
は
、
ゐ
ろ
し
世
及
断
候
州
側

申
波
、
末
々

と
〈
と
篤
承
合
附
柑
可
申
候
。

一
、
金
課
よ
り
京
都
中
使
所
荷
物
往
来
六
度
、
先
年
よ
り

一
度
に
本

荷
二
駄
、
腕
尻
馬
一
疋
充
出
申
候
慮
、
近
年
は
一
度
陀
五
六
駄
或
十

荷り 一
物附
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